
食品科学科では、食品の生産から加工・流通までトータルで学びます。また、貯蔵・品質管
理及び食品衛生に関する知識と技術を身に付けることで、食品関連産業への就職や上級学校へ
の進学を目指します。
微生物実験や食品化学の実験の他、北陵祭（学校祭）での加工品販売にも力を入れています。
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特特徴徴的的なな活活動動

各各種種研研修修（（令令和和４４年年度度実実施施ののもものの））

上級学校・食品関連企業の見学

専門学校講師の方による調理技術指導

地域連携活動

各種コンテストへの参加 とちぎ地産夢大賞 年連続表彰
令和２・３年度「優秀賞」
令和４年度 「奨励賞」

専門学校での実験体験 四年制大学見学 味噌工場見学

食食品品科科学学科科

食品科学科とカゴメ株式会社との共同研究
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栃木県立那須拓陽高等学校

・那須拓陽 ミルクプロジェクト
・ウシ鳴声プロジェクト

ビオトープ「オシャラクブナ（ミヤコタナゴ）の里」創造計画
環境悪化の要因とされてきた農業における生物多様性の保全のあり方を探究しています。

「オシャラクブナ（ミヤコタナゴの方言）の里創造計画」は、絶滅に瀕するミヤコタナゴの野生復
帰を目指す活動で、ミヤコタナゴが産卵する二枚貝の繁殖にも取り組んでいます。将来は、那須地
区全体でミヤコタナゴを復活させ、持続可能な地域を作りたいと考えています。

特徴的な活動

農業経営科では、乳牛と和牛を一環経営する畜産と水稲栽培を中心とした作物を学ぶことがで
きます。また、施設野菜のトマト、果樹栽培ではナシやリンゴを学び、農業に関する知識や技術
を習得することができます。
特徴として、農場を２か所所有しています。酪農と和牛飼育を学べる「乃木農場」と、ビオ

トープなど環境学習にも力を入れている「大山農場」があります。

牛乳に最も多く含まれるタンパク質に、カゼインがあります。その中でも、β‐カゼイン（ベータ
カゼイン）に着目した取り組みを実施しています。β‐カゼインのＡ２型と言われるものは、消化さ
れやすいとされ「お腹がゴロゴロなりにくい」という報告があります。本校では、牛のゲノム検査
や、Ａ２型の生乳中の成分検査を実施し、大学や研究機関と協力し新たな牛乳の選択肢となるモデ
ルを研究しています。また、今年度からウシの鳴声に関するプロジェクトを立ち上げました。ウシ
同士のコミュニケーションから、ヒトとのコミュニケーションが図れないか分析を行っています。
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生物工学科では、野菜・果樹・草花などの生産分野や植物バイオテクノロジー及び園芸分野に関する知
識と技術を習得し、農業及び関連産業の各分野で輝ける産業人となるべく勉強しています。
生き物が好きな人、実験・観察が好きな人、自分が育った地域が好きな人、自分のいろいろな可能性に

挑戦したい人、そんな人は生物工学科で一緒に学びましょう！

栃木県立那須拓陽高等学校

農業と環境
ネギ・トウモロコ
シ・ジャガイモ・ハ
クサイ・ダイコンな
どの栽培をとおして、
植物の生理・生態、
生態系のバイオマス
循環など、農業と環
境とのかかわりを学
びます。

野 菜
トマト、キュウリ等の
施設栽培を中心に、露
地栽培ではブロッコ
リーの栽培にも取り組
んでいます。野菜栽培
の基本的な知識と技術
について学びます！

草 花
シクラメンやパンジ
ーなどの鉢花や花壇
用の花を年間を通じ
て生産しています。
地域の方々から喜ば
れる草花を生産から
販売まで学ぶことが
できます！

おもな学習活動
○植物組織培養実験
○野菜・果樹・草花の生産から販売まで
○初級バイオ技術者検定など資格取得
○学科関連先進地への産業現場見学研修の実施
○プロジェクト活動発表会
○ＡＩ農業やドローンなど先進農業教育
〇農産物即売会や校外イベントでの販売
○外部講師による出前授業（オンライン含む）
○関連産業への就業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ）
○グローバルＧ Ａ Ｐ 認証実践教育
○林業就業講習会
〇 理論による有機栽培の実践

植物バイオテクノロジー

果 樹
国際的な認証である
グローバルＧ Ａ Ｐ を
ナシで取得し、生産に
役立てています。
梅、リンゴ、ナシなど
の栽培管理や収穫後の
調整、販売についても
学びます。

在来大豆の有機栽培と品種保全に関する研究を、近隣の工業高校・特別支援学校と共に取り組
んでいます。大規模な慣行栽培では限られた品種の栽培になりがちな中、多様な遺伝資源や伝
統的な食文化などについて学びます。

大豆プロジェクト活動（中谷医工計測技術振興財団 科学教育振興）

新品種リンドウの培
養苗の順化を行いま
した。サツマイモの
培養苗栽培を行いま
した。また、多肉植
物の葉片培養に挑戦
しました。実用に向
けて研究中です。
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生物工学科では、野菜・果樹・草花などの生産分野や植物バイオテクノロジー及び園芸分野に関する知
識と技術を習得し、農業及び関連産業の各分野で輝ける産業人となるべく勉強しています。
生き物が好きな人、実験・観察が好きな人、自分が育った地域が好きな人、自分のいろいろな可能性に

挑戦したい人、そんな人は生物工学科で一緒に学びましょう！

栃木県立那須拓陽高等学校

農業と環境
ネギ・トウモロコ
シ・ジャガイモ・ハ
クサイ・ダイコンな
どの栽培をとおして、
植物の生理・生態、
生態系のバイオマス
循環など、農業と環
境とのかかわりを学
びます。

野 菜
トマト、キュウリ等の
施設栽培を中心に、露
地栽培ではブロッコ
リーの栽培にも取り組
んでいます。野菜栽培
の基本的な知識と技術
について学びます！

草 花
シクラメンやパンジ
ーなどの鉢花や花壇
用の花を年間を通じ
て生産しています。
地域の方々から喜ば
れる草花を生産から
販売まで学ぶことが
できます！

おもな学習活動
○植物組織培養実験
○野菜・果樹・草花の生産から販売まで
○初級バイオ技術者検定など資格取得
○学科関連先進地への産業現場見学研修の実施
○プロジェクト活動発表会
○ＡＩ農業やドローンなど先進農業教育
〇農産物即売会や校外イベントでの販売
○外部講師による出前授業（オンライン含む）
○関連産業への就業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ・ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ）
○グローバルＧ Ａ Ｐ 認証実践教育
○林業就業講習会
〇 理論による有機栽培の実践

植物バイオテクノロジー

果 樹
国際的な認証である
グローバルＧ Ａ Ｐ を
ナシで取得し、生産に
役立てています。
梅、リンゴ、ナシなど
の栽培管理や収穫後の
調整、販売についても
学びます。

在来大豆の有機栽培と品種保全に関する研究を、近隣の工業高校・特別支援学校と共に取り組
んでいます。大規模な慣行栽培では限られた品種の栽培になりがちな中、多様な遺伝資源や伝
統的な食文化などについて学びます。

大豆プロジェクト活動（中谷医工計測技術振興財団 科学教育振興）

新品種リンドウの培
養苗の順化を行いま
した。サツマイモの
培養苗栽培を行いま
した。また、多肉植
物の葉片培養に挑戦
しました。実用に向
けて研究中です。
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特徴的な活動 製造・実験実習
農産物加工品・畜産物加工品・発酵食品な

ど、年間を通して様々な加工を行います。
基礎的な実験から食品の分析や微生物に関

する実験を行います。

栃木県立那須拓陽高等学校

パウンドケーキの製造

牛乳の製造

食品化学科は、「食品製造」「食品化学」「食品微生物」「食品流通」の中心となる専
門科目、製造や実験実習が中心の「総合実習」、自分たちでテーマを決めて取り組む「課
題研究」などの授業があります。加工品は、校内や校外のイベントで販売しています。
食品化学同好会では、「拓陽キスミル」の製造・販売や普及活動、地域企業と共同した

クラフトコーラの開発を行っています。

特別授業・活動
〇外部講師による菓子パン・スイーツ
作りの講習会

試料の調整

みその実習

ベーコンの製造

菌の培養

〇食の安全講習会
（食中毒、食品表示、
食品添加物につい
て）

〇本校農場での農産
物即売会（みそ・パ
ウンドケーキ・キス
ミルなど販売）

○私たちは、本校農業経営科で飼育するホ
ルスタインの生乳を使い、「森林の牧場」
のご指導により乳酸菌飲料「拓陽キスミ
ル」を開発・製造しています。那須塩原市
内の小中学校の給食での利用や地元スー
パー・道の駅などでの販売
とその利用・普及に取り組
んでいます。

食品化学同好会の活動

←給食用
新パッケージ

販売用→
０ ・

ボトル

○キスミルを使った商品開発も行っています。

〇地域企業とも共同し、クラフトコーラの開
発に取り組んでいます。イメージに合わせて
色を変えられるオリジナ
ル性を工夫し、炭酸が苦
手な人でも飲みやすいコ
ーラを開発し、幅広い年
代の人に楽しく飲んでい
ただきたいと思います。 2244
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